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１．研究目的 

本研究では、わが国における社会福祉専門職養成教育に関する先行研究を概観し、当該研

究領域における課題を抽出する。 

 

２．研究の視点および方法 

(1) 研究の視点 

先行研究の整理にあたり、そのテーマおよび研究対象はもちろんのこと、「どのような研

究方法が用いられているか」を問うべく、研究アプローチの観点から検討する。また、「社

会福祉士養成」「実習」「初年次」等の限定的なキーワード設定を避け、意図的に検索対象

を広げることにより、当該研究領域における先行研究を網羅する。 

(2)方法 

対象は、国立国会図書館が提供する資料検索サービスである NDL-OPAC(「雑誌記事索引検

索」URL:http://opac.ndl.go.jp/Process)において、「福祉」「教育」という 2 つのキーワ

ードで検索された文献である(最終検索日:2010 年 5 月 8 日)。検索対象期間(発表・発行年)

は、検索可能なすべての期間である。 

分析方法は、当該研究における研究テーマの類似度から分類し、明確な分類が困難なもの

については、内容分析的手法により、研究対象および研究方法を中心に検討を加え、研究

の類型化を試みた。 

 

３．倫理的配慮 

本研究は文献研究であり、対象となる文献の引用等については、日本社会福祉学会の定め

る研究倫理指針を遵守する。  

 

４．研究結果 

(1)検索結果 

検索の結果、2951 件の雑誌記事が該当した。対象となる文献を選別すべく、第一に、商

業誌等の除外を目的に「編者・出版社」を「学会」に限定したところ、506 件が該当した。

第二に、企画・特集記事を削除したところ、208 件が該当した。第三に、タイトルをもと

に「福祉教育」「教育福祉」「その他」の 3 カテゴリーに分類した結果、「福祉教育」には

108 件が該当した。第四に、「国内の研究であること」「専門職養成教育であること(現職者・

リカレント教育を除く)」「社会福祉分野であること」「論文であること(報告・研究ノート
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を除く)」を条件に精選したところ、19 件の文献が抽出された。 

(2)研究の年次推移 

19 件のうち、最も早い時期に発表されたのは牧野田(1990)の報告である。その後は、1992

年に 2 件、95 年に 1 件、96 年に 2 件が発表されていた。2000 年以降では、2000 年に 2 件、

02 年に 2 件、03 年に 2 件、04 年に 1 件、05 年に 2 件、07 年に 2 件、08 年に 2 件が発表さ

れていた。 

(3)研究テーマおよび研究対象による類型化 

当該研究を類型化したところ、「実習教育」に関する研究が 11 件と最も多かった。その他

の 8 件は、「カリキュラム(シラバス分析)」に関する研究が 1 件〔生沼ら(2005)〕、「教育目

標(教育ニーズの把握)」に関する研究が 1 件〔白石(2007)〕、「教育内容(題材)」に関する

研究が 2 件〔武田(2000)、高木(2007)〕、「教育方法」に関する研究が 2 件〔グリーン・渡

部(1995)、菊池(2002)〕、「教育ツール」に関する研究が 1 件〔小山(1992)〕、「高等学校福

祉科教育(教員養成)」に関する研究が 1 件〔保住(2005)〕であった。 

(4)研究方法の概要 

 上記 8 件の研究のうち、量的研究は白石(2007)のみであり、その他の 7 件は質的研究で

あった。なお、白石(2007)の研究は単純集計のみの分析結果であり、質的研究のうち、渡

部(1995)を除いた 6 件は、事例検討等をおこなっておらず提言のみの提示であった。 

以上の結果から、当該研究領域における研究数(論文数)の量的な不足、および尐数の研究

のなかでの実習教育への偏りが明らかとなった。研究方法については、量的な研究手法に

よる客観性の担保や一般化への試みが不十分であり、質的研究にあっても、教育効果等の

検討がなされておらず、研究方法の確立が喫緊の課題といえる。 
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